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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

に ぎ り 寿 司 太 巻 セ ッ ト
（ 海 鮮 に ぎ り 6 貫 ・ 太 巻 2 貫 ） 8 8 8 円

（ 税 込 ）

2 日 間 限 り の  限 定 販 売 ！

り 寿 司 太 巻 セ ッ トに ぎ り 寿 司 太 巻 セ ッ トににに
に ぎ り 6 貫 ・ 太 巻 2 貫 ） 8 8 888888888888888 8 88 円円円円円円円円円円円円円

（ 税 込 ）（ 税 込 ）込 ）（ 税 込 ）税税（ 税 込 ）税

他 に も お 刺 身 ・ お 惣 菜 ・ 鮮  魚 ・ お 弁 当 を

豊 富 に 品 揃 え ！ ぜ ひ お 越 し く だ さ い 。

［ 販 売 時 間 ］ 午 前 1 0 時 ～ 午 後 ５ 時

2 日 間2 日 間

［ 販 売 時 間 ］ 午 前 1 0 時 ～ 午 後 ５ 時時

9 月 1 7 日 ● ・ 1 8 日 ●木水

☎ 0 8 3 -9 2 4 -0 0 1 4 h t t p s: / / w w w.i c hi- y a n a gi.j p /

山 口 市 旭 通 り
２ 丁 目 1 0- 2 3

● 山 口 高 校

● 進 物 の 大 進

済 生 会●

山 口 駅 ●防 府 ↓

2 0 4

に ぎ りにににににににににににににににににに ぎ りにににににに
（ 海 鮮 に（ 海 鮮（（（（ 海

他 に も

豊 富 に

☎ 0 8 3 -9 2 4 -0 0 1 4 h t t p s: / / w w w.i c hi- y a n a/ / i hi

山 口 市 旭
２ 丁 目 1

う な ぎ ち ら し 瓦 そ ば セ ッ ト 7 7 7 円
（ 税 込 ）

間 限 り の 限 定 販間 限 り の 限 定 販

月月 11 77 日日 ●● ・ 1 8 日 ●●●●●●●●

販販

・ 1 8 日 ●●●●●●

販 売 ！販 売 ！

1 81 8 日日 ●●●●●

萩  原  な つ  子 さ ん

厳 か で 幻 想 的 な 「 山 口 薪 能 」
　
暗 闇 の 中 、 能 舞 台 の 周

囲 に か が り 火 が 灯 さ れ る中 で 演 じ ら れ る 薪 能 は 、厳 か で 幻 想 的 。 パ チ パ チと 薪 の 燃 え る 音 、 虫 の声 、 風 の 音 、 炎 の 揺 ら めき … 。 そ の 幽 玄 な 世 界 ・空 間 は 、 会 場 で し か 感 じら れ な い 特 別 な も の だ 。　
最 初 の 演 目 は 、 舞 囃

ば や

子
し

「 天
て ん

鼓
こ

」  。 能 「 天 鼓 」 の 見

ど こ ろ を 抜 き 出 し た 演 目で 、 喜 多 流 能 楽 師 の 出 雲康 雅 が シ テ （ 主 役 ） を 務め る 。　
続 い て 、 和 泉 流 狂 言

師 ・ 野 村 萬 斎 が シ テ ・ 太郎 冠 者 を 演 じ る 、 狂 言「 寝

ね

音 お ん

曲 ぎ ょ く

」 が 上 演 。 太 郎

冠 者 と 主 人 の と ぼ け た やり 取 り が 楽 し い 、 太 郎 冠者 狂 言 の 代 表 曲 だ 。　
最 後 の 演 目 は 、 能 「 黒

塚 」  。 シ テ の 里 女 ・ 鬼 女は 喜 多 流 能 楽 師 の 粟 谷 明生 が 演 じ る 。 鬼 女 の 恐 ろし さ だ け で な く 、 孤 独 な老 女 の 哀 し み や 、 裏 切 られ た 思 い が 描 か れ て いる 。　
全 席 指 定 で 、 Ｓ 席 と Ｂ

席 は 完 売 。 Ａ 席 （ ８ ０ ００ 円 ） の み 販 売 さ れ て いる 。 Ｙ Ｃ Ａ Ｍ 、 山 口 市 民会 館 、 ロ ー ソ ン チ ケ ッ

　
狂 言 師 ・ 野 村 萬 斎 や 能

楽 師 ・ 粟 谷 明 生 ら が 出 演す る 「 山 口 薪 能 」 が 、

1 1

月 ３ 日 （ 月 ・ 祝 ） に 野 田神 社 能 楽 堂 （ 山 口 市 天 花１ ） で 開 か れ る 。 午 後 ６時 開 演 ・ ８ 時

4 5分 終 演 予

定 。 主 催 は 同 実 行 委 員 会（
☎
０ ８ ３

－

９ ２ ２

－

０

６ ６ ６ ）  。

　
関 連 イ ベ ン ト と し て 、

会 場 と な る 野 田 神 社 能 楽堂 の 「 バ ッ ク ス テ ー ジ ツア ー 」 が 、

1 0月 ５ 日

　

（ 日 ）  と

1 2日  （ 日 ）  に 開 か れ

る 。 普 段 入 る こ と の で きな い 同 能 楽 堂 内 を 見 学 でき る 、 め っ た に な い 機 会だ 。 時 間 は 午 前

1 1時 、 午

後 １ 時 、 ３ 時 か ら の 各 日３ 回 で 、 定 員 は 各 回

1 5

人 。 参 加 料 は １ ０ ０ ０ 円（ 資 料 代 等 含 む ） で 、 応募 者 多 数 の 場 合 は 抽 選 と ト 、 チ ケ ッ ト ぴ あ 、 イ ープ ラ ス で 購 入 で き る 。

な る 。 申 し 込 み は 、 メ ール か は が き で 、 参 加 者（ 複 数 の 場 合 は 代 表 者 ）の 氏 名 ・ 住 所 ・ 電 話 番 号ま た は メ ー ル ア ド レ ス ・参 加 人 数 ・ 参 加 希 望 日 時を 、 山 口 薪 能 実 行 委 員 会　 「 ど う 拓 く 新 た な 時代 ！ 〜 一 人 ひ と り に 輝 ける ス テ ー ジ を 」 を テ ー マに し た リ ー ダ ー 養 成 学 習会 が 、

1 0月

1 1日  （ 土 ）  に 開

か れ る 。 会 場 は カ リ エ ンテ 山 口 （ 山 口 県 婦 人 教 育文 化 会 館 、 山 口 市 湯 田 温泉 ５ ） で 、 時 間 は 午 前

1 0

時 か ら 午 後 ３ 時 半 ま で 。や ま ぐ ち ネ ッ ト ワ ー ク エコ ー （ 西 山 香 代 子 代 表 、

０ ９ ０

－

１ ３ ３ ８

－

２

０ ５ ８ ） の 主 催 で 、 参 加費 は ５ ０ ０ 円 。　
開 会 お よ び オ リ エ ン テ

ー シ ョ ン に 続 い て 午 前

1 0

時

2 0分 か ら 、 独 立 行 政 法

人 国 立 女 性 教 育 会 館 理 事長 の 萩 原 な つ 子 さ ん が
「 令 和 時 代 の 男 女 共 同 参

画 ！ 」 の 演 題 で 講 演 する 。 萩 原 さ ん は 、 １ ９ ５６ 年 山 梨 県 生 ま れ 。 明 治学 院 大 文 学 部 を 卒 業 し 、広 告 代 理 店 に 勤 務 。 結 婚退 職 後 、 同 大 社 会 学 部 で再 度 学 び 、 大 学 の 研 究 室で 働 き な が ら 子 育 て も しつ つ 、 お 茶 の 水 女 子 大 大学 院 修 士 課 程 を 修 了 し

バ ッ ク ス テ ー ジ ツ ア ー 係
（ 〒 ７ ５ ３

－

０ ０ ９ １

　

山 口 市 天 花 １

－

１

－

２
　

野 田 神 社 内 、

yabu 

gashiri
@g

mail.co
m

）へ

伝 え る 。 締 め 切 り （ 必着 ） は 、

1 0月 １ 日  （ 水 ）  。

1 1月 ３ 日

野 田 神 社
能 楽 堂 で「 山 口 薪 能 」
野 村 萬 斎 や 粟 谷 明 生 が 出 演

能 楽 堂 の 裏 側 を 見 る「 バ  ッ  ク ス テ ー ジ ツ ア ー 」

萩 原 さ ん  の 講 演 や ワ ー ク シ  ョ  ッ  プ
学 習 会

「 ど う 拓 く 新 た な 時 代 ！ 」

１ ０ 月  １ １ 日

た 。 そ の 後 、 公 益 財 団 法人 ト ヨ タ 財 団 ア ソ シ エ イト ・ プ ロ グ ラ ム オ フ ィ サー 、 東 横 学 園 女 子 短 大 助教 授 、 宮 城 県 環 境 生 活 部次 長 、 武 蔵 工 業 大 助 教 授を 経 て 、 ２ ０ ２ ２ 年 ３ 月ま で 立 教 大 教 授 を 務 めた 。 同 年 ４ 月 に 国 立 女 性教 育 会 館 理 事 長 に 、

2 4年

４ 月 に 日 本 Ｎ Ｐ Ｏ セ ン ター 代 表 理 事 に 、 そ れ ぞ れ就 任 し て い る 。　
そ し て 、 午 後 か ら は ま

ず 、 障 害 者 の ア ー ト 活 動を 通 じ て 社 会 参 加 や 収 入支 援 に 取 り 組 ん で い る 七福 （ 光 市 ） の 松 村 瞳 代 表理 事 と 、 毎 月 ２ 回 高 齢 者に 給 食 配 達 を し て い る 伊保 庄 さ ざ 波 会 （ 柳 井 市 ）の 松 村 哲 夫 会 長 が そ れ ぞれ 、  「 実 践 事 例 」 を 報 告す る 。　
続 い て 、 課 題 解 決 の た

め の ワ ー ク シ ョ ッ プ 。 自分 が 感 じ て い る 地 域 課 題を 一 つ 選 び 、 同 テ ー マ を選 ん だ 人 同 士 で 課 題 解 決山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

︻ 催 場 ︼

1 8日  ︵ 木 ︶  ~

2 9日

︵ 月 ︶  :

秋 の 全 国 う ま い も

の 大 会

︻ 美 術 ギ ャ ラ リ

ー ︼ ~

2 2日  ︵ 月 ︶  :

パ リ に

愛 さ れ た 異 端 の 画 家

　
藤

田 嗣 治 秀 作 版 画 展

に 向 け た 事 業 企 画 を 立案 ・ 発 表 。 全 グ ル ー プ の発 表 終 了 後 に は 、 萩 原 さん に よ る 総 括 も さ れ る 。　
午 前 （ 定 員 １ ０ ０ 人 ）

と 午 後 （ 同

6 0人 ）  、 ど ち

ら か 一 方 だ け の 参 加 も 可能 。 希 望 者 は 、 同 団 体（

０ ８ ３

－

９ ２ ３

－

９ ８ ３ ３ 、

v-kayo
@

c-able.ne.jp ） へ 、 申 し 込

み フ ォ ー ム （ 二 次 元 コ ード か ら ）  、 フ ァ ク ス 、 メー ル の い ず れ か で 、 名前 、 住 所 、 電 話 番 号 、 参加 時 間 帯 （ 午 前 ・ 午 後 ）

切 。 そ の た め の 一 歩 に なれ ば 」 と 話 し 、 参 加 を 呼び 掛 け て い る 。

　
西 山 代 表 は 「 だ れ も が

活 躍 で き る 地 域 に す る には 、 個 人 、 企 業 、 地 域 が課 題 解 決 の た め に 連 携 した り 、 つ な が る こ と が 大

申 し  込  み  フ ォ ー  ム

を 伝 える 。 締 め切 り は

2 5

日  （ 木 ）  。

お 知 ら せ
︻ 補 聴 器 相 談 ︼

補 聴 器 の

相 談 事 、 新 規 ご 購 入 検討 、 買 い 替 え 検 討 、 調 整な ど 。● 試 聴 器 無 料 貸 出

： 実 際

の 生 活 環 境 で お 試 し 、 ご体 験 で き ま す 。● 認 定 補 聴 器 技 能 者 が 丁寧 に 分 か り や す く ご 説 明い た し ま す 。お 気 軽 に お 問 い 合 わ せ くだ さ い 。 聴 こ え ・ サ ポ ート セ ン タ ー

☎
０ ８ ３

－

９

２ ９

－ ３ １ ３ ３

次 回 は 9 月 2 4 日 掲 載

１ ０ 月 ５ ・ １ ２ 日



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） ９ 月 １ ７ 日 ㈬ 　 ２サ ン デ ー 山 口

第 1 9 回 　 受 賞 団 体 の 皆 さ ん

サ  ン  デ  ー  美  術  館

3 2 6

よ 、 伝 統 ！ 」 ▼あ ま り の 迫 力 に

つ い つ い 説 得 さ れ た こ とに し た の だ が 、 も ち ろ ん納 得 は し て な い

―
「 脛

毛 絵 」 の 伝 統 な ん て ！ ▼そ の 不 満 を 放 置 し て

3 0

年 。 こ ん な に も 堂 々 と した 脛 毛 に 遭 遇 す る と は ！お ま け に 、 眉 毛 、 腕 毛 、そ し て 泥 棒 髭 ま で も ▼ その 正 体 は と い え ば 、 １ ５０ ０ 年 ほ ど 前 、 中 国 に 禅宗 の 基 礎 を 築 い た と さ れる 達 磨 大 師 で あ る ▼ 職 人
が 両 目 に 筆 を 入 れ 、 精 魂 込め て 仕 上 げ た 〈 だ る ま 〉の 、 あ ま り の 出 来 栄 え ゆ えに 達 磨 本 人 が 蘇 っ て き た とい う 設 定 ▼ １ ５ ０ ０ 年 の 眠り か ら 覚 め た 男 の 決 め ポ ーズ 。 国 芳 ア レ ン ジ の 底 抜 けの バ カ バ カ し さ が イ イ ね ！※ 「 歌 川 国 芳 展 」  （ ９ 月

2 5

日 〜 ） 展 示 作 品 よ り

　
底 抜 け に 明 る い こ の 男 を

見 て い た ら 、

3 0年 前 に 見 た

一 枚 の 油 絵 を 思 い 出 し た ▼ド イ ツ 留 学 か ら 帰 っ て き たば か り の 画 家 の ア ト リ エ に立 ち 寄 っ た 時 の こ と 。 黄 緑色 を 背 景 に 、 脛

す ね

毛
げ

た っ ぷ り

の 脚 を 描 い た 絵 が た て か けて あ っ た の で あ る ▼ 「 な んだ 、 こ れ は ？ 」

―
「 伝 統 だ

 ク セ が

す
ご  い ！

《  「 流 行 達 磨 遊 ひ 」  手 が 出 る 足 が 出 る 》（ 部 分 ）  １  ８  ３  ９ 〜

4 2年 頃

　
歌 川 国 芳

県 立 美 術 館

　 　

河 野

　
通 孝

2 1 0 3

第

2 0回

 女 性 い き い き 大 賞

締 切 間 近 で す ！　
住 民 参 加 に よ る 住 み よ い 地 域 社 会 づ く り と 、 男 女 共 同 参 画 づ

く り を め ざ し 、 ２ ０ ０ ６ 年 に 創 設 さ れ た 「 コ ー プ や ま ぐ ち 女 性い き い き 大 賞 」 は 今 年 で 第

2 0回 目 を 迎 え ま す 。

　
こ の 女 性 い き い き 大 賞 は 、 組 合 員 だ け で な く 、 広 く 県 内 地 域

住 民 に よ る 一 般 の 他 団 体 も 対 象 に し て お り 、 自 主 的 に い き い き活 動 し て い る 人 た ち を 表 彰 ・ 支 援 し よ う と い う も の で す 。

女 性

が 中 心 と な っ て コ ミ ュ ニ テ ィ 活 動 や ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 、 民 間 非営 利 団 体 （ Ｎ Ｐ Ｏ ） 活 動 等 に チ ャ レ ン ジ す る 団 体 を 表 彰 し 応 援す る こ と で 、 そ う し た 活 動 が 地 域 に 広 が る こ と を 願 っ て い ま

■ 最 優 秀 賞 （ 山 口 県 知 事 賞 ） … 副 賞

3 0万 円

■ 優 秀 賞 （ 朝 日 新 聞 社 賞 、 ｙ ａ ｂ 山 口 朝 日 放送 賞 、 山 口 新 聞 社 賞 ） … 副 賞 各

2 0万 円

■ コ ー プ や ま ぐ ち 奨 励 賞 … 副 賞

1 0万 円

■ コ ー プ や ま ぐ ち 奨 励 賞 ・ 学 生 の 部 … 活 動 奨励 金

1 0万 円

　
他 に 、 コ ー プ や ま ぐ ち 組 合 員 の み を 対 象 と

す る 「 コ ー プ や ま ぐ ち 組 合 員 賞 」① 山 口 県 内 で 左 記 の 自 主 的 な 活 動 を 行 っ て い る 団 体 で あ る こ と 。　
● く ら し づ く り （ 健 康 、 文 化 、 環 境 、 省 エ ネ 、 リ サ イ ク ル 、 食 の 安 心 ・

　
安 全 な ど ）

　
● 子 育 て （ 子 育 て 支 援 、 教 育 、 子 ど も の 安 全 、 母 子 保 健 、 食 育 な ど ）

　
● 福 祉 （ 高 齢 者 福 祉 、 介 護 福 祉 、 障 が い 者 福 祉 な ど ）

　

　
● 地 域 づ く り （ 街 づ く り 、 村 お こ し 、 地 産 地 消 、 農 業 、 伝 統 文 化 、 平

　
和 な ど ）

② ３ 年 以 上 の 活 動 経 験 を 持 ち 、 ５ 名 以 上 の メ ン バ ー で 構 成 さ れ 、 代 表 者　
が 女 性 も し く は 運 営 の 中 心 メ ン バ ー が 女 性 の 団 体 で あ る こ と 。

③ 目 的 や 内 容 が 、 特 定 の 宗 教 や 政 治 等 に 偏 っ て い な い 団 体 で あ る こ と 。◆ ご 応 募 ・ お 問 い 合 わ せコ ー プ や ま ぐ ち 組 合 員 活 動 グ ル ー プ
０ １ ２ ０

－ ２ ７

－ ５ ５ ２ ０

（ 月 〜 金

　
９ 時 〜

1 8時 ）

す 。

お 互 い の 活 動 を 通 し て 交 流 を 深 め 、 刺 激 し 合 う き っ か け に な れ ば 、

さ ら に 地 域 が 元 気 に な る こ と と 思 い ま す 。
（ 後 援

:
山 口 県 、 朝 日 新 聞 社 、 ｙ ａ ｂ 山 口 朝 日 放 送 、 山 口 新 聞 社 ） 女 性 い き い き 大 賞 と は

 表 彰 内 容 応 募 資 格

詳 し く は

コ ー プ や ま ぐ ち

ホ ー ム ペ ー ジ を

ご 覧 く だ さ い

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


